


朝来市議会だより　38 号　　②

9 月定例会議案審議9 月定例会議案審議

■ 11月１日に臨時会を開き、任期満了に伴う常任委員・議会運営委員の選任、申し合わせ
　に基づく正副議長、一部事務組合議会議員・監査委員、議会広報特別委員の選出を行った
　ほか、閉会中の審査となっていた条例及びたけだ暮らしの交流館の建設に係る工事請負契
　約の議案、請願採択に伴う意見書発議など、いずれも全会一致で原案のとおり可決しまし
　た。（議案審議の詳細はP4以降）

議 長 に 上 道 正 明 議 員 　 副 議 長 に 波 多 野  優 議 員 を 選 出

構成が決まりました構成が決まりました

　

過
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
副
議
長

に
就
任
致
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
務

を
全
う
す
る
べ
く
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

現
在
策
定
中
の
第
２
次
総
合
計
画
は
、
将
来
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少

に
対
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
す
る
か
、
朝
来
市
の
将
来
を

左
右
す
る
重
要
な
計
画
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
第
２
次
総
合
計
画
の
基

本
構
想
で
は
、
人
口
政
策
を
重
要
政
策
と
位
置
付
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
検
討
中
で
あ
り
、
議
会
の
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会
で

も
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も

テ
ー
マ
の
１
つ
と
掲
げ
て
説
明
し
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
梁
瀬
・
和
田
山
両
病
院
を
統
合
し
た
新
病
院
を
建
設
す
る
と

し
て
、
そ
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
発
表
し
、
平
成
28
年
度
の
開
院
に

向
け
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
最
大
の
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
よ
う
効
率
的
な
運
用
を
行
い
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
医

療
の
提
供
が
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
外
に
も
、
南
但
ご
み
処
理
場
の
運
営
、
庁
舎
建
設
、
行
財
政
改

革
、
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
、
基
金
運
用
問
題
等
、
重
要
な
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
つ
い
て
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
適
切
で
妥
当
な
判
断
を
す
る
べ
く

識
見
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
が
い
つ
も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
安

全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
、
そ
し
て
長
期
低
迷
の
日
本
経
済
社
会
の
中
で

も
活
力
あ
る
朝
来
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
一
層
の
ご
指
導
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

過
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
19
人
の

議
員
体
制
の
中
で
、
職
責
を
全
う
し
、
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
我
が
国
は
、
世
界
的
な
景
気
低
迷

の
局
面
に
あ
っ
て
、
長
引
く
円
高
不
況
、
さ
ら
に
日
中
・
日
韓
と

の
領
土
問
題
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
先
行
き
不
透
明
な
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
影
響
は
地
域
社
会
に
も
巡
り
、

経
営
環
境
の
悪
化
や
雇
用
の
縮
小
な
ど
と
言
っ
た
深
刻
な
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

　

朝
来
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
金
問
題
、
養
父
市
と
統
合
し
た

ご
み
処
理
場
の
建
設
・
消
防
の
広
域
化
、
本
庁
舎
建
設
、
病
院
建
設
、

教
育
施
設
や
高
齢
者
対
策
ま
た
鳥
獣
対
策
や
ヤ
マ
ビ
ル
対
策
等
、

厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
朝
来
市
の
発
展
を
夢
見
な
が
ら
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
来
市
は
阪
神
間
か
ら
２
時
間
弱
で
来
市
で
き
る
場
所

に
あ
り
ま
す
。
朝
来
市
に
来
て
よ
か
っ
た
、
観
て
良
か
っ
た
ま
ち

づ
く
り
と
合
わ
せ
、
市
民
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら

朝
来
市
民
の
英
知
を
結
集
し
、
よ
り
良
い
朝
来
市
づ
く
り
を
目
指

し
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

議   

長    

上 

道   

正 

明

住
み
よ
い
、
活
力
あ
る
朝
来
市
を
目
指
し
て

市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て

副
議
長    

波
多
野　

優
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9 月定例会議案審議9 月定例会議案審議

新たな議会新たな議会
▲ 議長の選挙を投票で行いました

11月臨時会

日本共産党議員団
◎鈴木逸朗　岡田和之

新風朝来会
◎坪内一由　吉田俊平

朝来市議会公明党
◎上谷廣志

みらい　
◎日下　茂

◎代表者

無所属　太田則之

立志会
◎横尾正信　丸尾行子　木村圭介　
　波多野優　中島利信

清風の絆
◎能見勇八郎　上道正明　吉田富郎　山本正之
　大田垣　強　渕本　稔　村田公夫

会 派 の 構 成

11月臨時会
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街
中
の
駐
車
場
を
周
遊
す
る
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
11
月
中
旬
の

日
曜
日
に
試
験
的
に
実
施
す
る
な

ど
観
光
客
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る

状
態
。

　
「
た
け
だ
暮
ら
し
の
交
流
館
」

に
つ
い
て
は
、
旧
木
村
酒
造
の
酒

蔵
・
居
宅
を
改
修
・
改
築
を
し
て

新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
、
来
秋
の
開
設
を
目

指
し
て
い
る
。

　

主
屋
と
内
蔵
は
「
公
開
施
設
と

宿
泊
施
設
」
に
、
寝
具
蔵
は
宿
泊

者
用
の
「
入
浴
施
設
」
に
、
裏
門

は
「
休
憩
ス
ペ
ー
ス
」、
米
蔵
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
ト
イ

レ
」
に
、
舟
蔵
は
「
１
階
は
レ
ス

ト
ラ
ン
」「
２
階
は
喫
茶
カ
フ
ェ
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
修
及
び
改
築
が

行
わ
れ
る
予
定
。

　

竹
田
の
街
中
に
は
新
た
な
飲
食

店
や
土
産
物
屋
の
出
店
が
相
次
い

で
お
り
、
急
増
し
て
い
る
竹
田
城

跡
へ
の
観
光
客
を
街
中
に
も
誘
導

し
、
街
中
の
飲
食
店
等
の
消
費
拡

大
と
竹
田
地
域
を
は
じ
め
市
内
の

観
光
事
業
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る

拠
点
に
な
れ
ば
と
、
市
は
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

④

取
得
し
、
隣
接
す
る
市
有

地
と
合
せ
普
通
自
動
車
約

54
台
と
バ
ス
用
２
台
分
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

　

整
備
工
事
は
、
街
な
み

環
境
整
備
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
、
竹
田
の
街

中
に
あ
る
こ
と
も
考
慮
し

し
っ
く
い
の
瓦
ぶ
き
塀
を

め
ぐ
ら
し
、
一
角
に
は
休

憩
所
（
東
屋
）
も
設
置
さ

れ
る
。
ま
た
、
こ
の
条
例
制
定
に

合
わ
せ
、
昨
年
整
備
し
た
「
竹
田

城
跡
中
腹
第
２
駐
車
場
」
に
つ
い

て
も
観
光
駐
車
場
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

竹
田
城
跡
へ
の
登
城
客
の
駐
車

場
は
現
在
、
中
腹
駐
車
場
、
山
城

の
郷
駐
車
場
と
合
わ
せ
、
普
通
車

たけだ暮らしの交流館
　　  建設工事請負契約を可決！
たけだ暮らしの交流館
　　  建設工事請負契約を可決！

竹
田
に
「
ま
ち
な
か
観
光
駐
車
場
」
を
整
備
!

　
　 

　
し
っ
く
い
瓦
ぶ
き
の
堀
を
め
ぐ
ら
し
景
観
配
慮

11月臨時会の議案審議11月臨時会の議案審議

契約金額　２億３，９４０万円

急
増
す
る
観
光
客
へ
駐
車
場
を

　

高
倉
健
主
演
映
画
「
あ
な
た
へ

の
公
開
に
よ
り
、
さ
ら
に
急
増
し

て
い
る
竹
田
城
跡
へ
の
観
光
客
へ

の
対
応
と
「
た
け
だ
暮
ら
し
の
交

流
館
」
の
駐
車
場
と
し
て
、
新
た

に
竹
田
上
町
に
「
ま
ち
な
か
観
光

駐
車
場
」
を
設
置
す
る
条
例
が
９

月
定
例
会
最
終
日
に
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

閉
会
中
に
産
業
建
設
常
任
委
員

会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
11
月
臨
時

会
で
審
査
報
告
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
な
か
観
光
駐
車
場
」
は
、

市
が
竹
田
上
町
に
新
た
に
用
地
を

普
通
車
54
台

　
　

バ
ス
２
台
分
を
確
保

約
１
４
０
台
、
バ
ス
10
台
の
駐
車

を
確
保
し
て
い
る
が
、
現
在
は
早

朝
よ
り
雲
海
撮
影
を
目
的
に
観
光

客
が
押
し
寄
せ
、
駐
車
場
は
道
路

に
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
混
雑
状

態
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
は
、
既
に
竹
田
城
跡
へ
の
道

路
を
一
方
通
行
と
し
て
い
る
が
、

食
事
・
喫
茶
・
宿
泊
も
で
き
る

　
　
　
　

新
た
な
施
設
誕
生
へ

▲混雑する竹田城跡　中腹第 2 駐車場

」

、

　

９
月
定
例
会
最
終
日
に
提
案
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
朝
来
市
観
光
駐
車
場
」
条
例
に
つ
い
て
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
委
員
会
の
報
告
ど
お
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
た
け
だ
暮
ら
し
の
交
流
館
」
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
㈱
阿
野
建
設
と
２
億
３
，
９
４
０
万
円

で
契
約
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
工
事
完
成
は
来
年
の
予
定
で
、
映
画

「
あ
な
た
へ
」
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
月
２
万
人
を
超
す
観
光
客
で
賑
わ
う
竹
田
城
跡
や

市
の
観
光
拠
点
に
な
れ
ば
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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市道

県道

林道

国道３１２号
諏訪橋 加都橋朝来橋表米橋

県道
まちなか
観光駐車場

現在通行禁止

行き止り

栄町

旭町
新町

上町 中町

東町

下町

米屋町観音町

殿町

至 立雲峡・和田山医療センター

円山川

徒歩のみ（車両通行不可）

至 姫路
至 豊岡

播但線

P

P
P

P

たけだ暮らしの交流館（平面図）１階部分

竹田地域概略図
▼新たに設置された

　「まちなか観光駐車場」

トイレ

トイレ

入浴施設

公開施設

宿泊施設（1・2 階）

観光案内施設
情報館

チャレンジショップ

1 階　レストラン
2 階　喫茶カフェ

宿泊エリア出入口公開エリア出入口

公開エリア出入口
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●
森
林
組
合
は
、
原
木
供

　

給
が
主
で
あ
る
が
、
本

　

年
10
月
以
降
、
全
国
的

　

に
は
間
伐
材
が
多
く
集

　

材
さ
れ
て
い
る
。
円
高

　

の
影
響
に
よ
り
良
質
外

　

材
の
使
用
が
高
ま
る
一

　

方
、
国
産
材
の
需
要
が

　

進
ま
な
い
た
め
、
価
格

　

が
暴
落
し
、
木
材
市
場

　

が
貯
木
場
状
態
と
な
っ

　

て
お
り
間
伐
材
の
搬
入
自
体
が

　

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
ス
ト

　

ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
確
保
も
必
要
と

　

な
っ
て
い
る
。

　
●
間
伐
材
の
人
力
に
よ
る
持
ち
出

　

し
作
業
は
補
助
要
件(

１
ヘ
ク

　

タ
ー
ル
当
た
り
10
立
方
メ
ー
ト

　

ル)

と
採
算
が
合
わ
な
い
た
め

　

大
型
機
械
の
導
入
が
必
要
。

●
集
積
の
最
低
面
積
が
１
ヘ
ク
タ

　

ー
ル
か
ら
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
補

　

助
要
件
が
変
更
と
な
り
、
集
積

　

不
可
能
な
地
域
が
多
く
な
っ
て

　

い
る
。

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
よ
り
不

　

在
山
林
所
有
者
の
調
査
が
進
ま

　

な
い
。

●
木
材
を
搬
出
す
る
た
め
の
林
道

　

の
取
付
工
事
や
側
溝
等
の
土
砂

　

撤
去
に
費
用
が
か
さ
む
。

●
面
積
要
件
等
に
つ
い
て
国
の
政

　

策
転
換
を
求
め
る
。
特
に
山
東

　

町
、
和
田
山
町
を
中
心
に
零
細

　

山
主
が
多
く
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

　

以
上
の
団
地
化
や
作
業
道
の
設

　

置
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

　

る
。

●
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
で

　

除
伐
後
の
植
林
の
意
欲
が
そ
が

　

れ
て
い
る
。

●
各
森
林
組
合
の
組
織
経
営
維
持

　

が
当
面
の
課
題
と
な
り
、
合
併

　

協
議
等
に
進
め
な
い
状
況
で
あ

　

る
。

●
林
業
の
六
次
産
業
化
は
全
国
的

　

に
も
馴
染
ま
な
い
の
で
は
。

●
チ
ッ
プ
材
を
燃
料
と
す
る
バ
イ

　

オ
マ
ス
発
電
の
検
討
を
。

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
確
保
を

鳥
獣
害
被
害

　
　
　
　
森
林
に
も
大
き
く
影
響

間
伐
材
の
持
ち
出
し

森
林
組
合
の
合
併
は

農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化

森
林
整
備
の
状
況

一
般
会
議
を
開
催
！
産
業
建
設
常
任
委
員
会

林業後継者の不足

大型機械を導入したいが…

作業道の整備が必須！

　市民と議員が市政の諸課題に柔軟に対処する
ため、自由に意見や情報を交換する会議のこと
で、主に委員会が主体となって開催するもの。こ
れまでに産業建設常任委員会が商工会と、文教
民生常任委員会が介護保険事業者と開催し、今
回で３回目の開催となりました。

一般会議とは

４森林組合と意見交換！
森林整備の現状と今後の課題
10／1610／16

、

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
朝
来
市
の
森
林
整
備
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
、
市
内
に
あ
る
４
森
林
組
合
と
一
般
会
議
を
開
催
し
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
全
国
森
林
計
画
が
変
更
さ
れ
、
朝
来
市
に
お
い

て
も
、
今
年
３
月
に
森
林
整
備
計
画
の
一
部
変
更
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
来
市
の
森
林
面
積
は
３
３
７
．
９
７
平
方
キ
ロ
で
、
総
面
積
の
約
84

％
を
占
め
て
お
り
、
兵
庫
県
南
北
の
分
水
嶺
で
も
あ
る
円
山
川
と
市
川
の

水
源
林
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
を
生
か
し
つ
つ
森
林
整
備
及
び
保
全
を
行
う

た
め
、
現
在
の
森
林
整
備
の
状
況
と
森
林
組
合
の
経
営
な
ど
幅
広
く
意
見

を
聞
き
ま
し
た
。
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但
馬
郵
便
局
長
会　

朝
来
部
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
「
過
疎
地
郵
便

局
の
隔
日
営
業
・
半
日
営
業
の
実

施
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
」
は
、
総
務
常
任
委
員

会
で
審
査
を
行
い
、
全
会
一
致
で

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

本
年
５
月
改
正
郵
政
民
営
化
法

が
施
行
さ
れ
、
10
月
に
新
た
に
発

足
し
た
日
本
郵
便
㈱
で
は
来
年
度

か
ら
過
疎
地
の
郵
便
局
の
隔
日
営

業
や
半
日
営
業
に
す
る
検
討
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
に
反
対
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す

（
意
見
書
は
Ｐ
８
に
掲
載
）

　

和
田
山
町
東
谷
区
域
に
は
、
旧

和
田
山
町
時
代
か
ら
進
め
て
い
る

都
市
計
画
道
路
が
あ
り
、
昨
年
に

は
、
駅
北
、
駅
南
両
区
画
整
理
事

業
の
う
ち
東
谷
寺
谷
線
と
国
道
９

号
を
接
続
す
る
東
谷
城
ノ
山
大
橋

が
開
通
し
て
い
ま
す
。

⑦

　

国
内
に
お
け
る
木
材
需
要
は
、

人
口
減
少
等
の
社
会
的
変
化
も
あ

り
、
住
宅
着
工
量
の
減
少
な
ど
か

ら
、
今
後
漸
減
し
て
い
く
と
予
測

さ
れ
る
。
現
在
は
円
高
に
よ
り
、

外
材
需
要
の
高
ま
り
が
目
立
っ
て

お
り
、
間
伐
材
の
ス
ト
ッ
ク
も
飽

和
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
確
保
も
困
難
な
状
況

に
あ
り
、
市
の
早
急
の
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

又
、
国
の
施
策
変
更
等
に
よ
り

森
林
組
合
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
朝
来

市
林
業
の
再
生
を
巡
っ
て
は
、
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
と

し
て
も
こ
の
危
機
意
識
を
認
識
し

で
き
る
こ
と
を
お
互
い
分
担
し
な

が
ら
や
っ
て
い
く
た
め
の
基
本
的

な
支
援
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

東
谷
区
か
ら
は
、
県
道
物
部
養

父
線
ま
で
接
続
し
た
東
谷
寺
谷
線

を
さ
ら
に
右
岸
道
路
ま
で
接
続
す

る
工
事
（
寺
谷
橋
～
Ｊ
Ｒ
山
陰
線

ガ
ー
ド
部
分
～
県
道
物
部
養
父
線

の
接
続
）
の
早
期
着
手
と
東
谷
川

逆
流
対
策
に
か
か
る
陳
情
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
担
当

課
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に

現
地
調
査
を
行
い
、
次
の
と
お
り

意
見
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
道
路
の
さ
ら
な
る
推
進
を

　

平
成
18
年
及
び
平
成
21
年
に
、

同
様
の
陳
情
を
審
査
し
た
結
果

「
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
勘
案

し
つ
つ
、
財
源
等
の
確
保
に
創
意

工
夫
を
こ
ら
し
、
要
望
ど
お
り
完

成
に
向
け
て
計
画
を
推
進
す
る
よ

う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
報

告
を
し
て
い
る
。

　

今
後
は
財
源
も
含
め
、
よ
り
一

層
の
工
夫
と
努
力
で
早
期
実
現
を

図
ら
れ
た
い
。

早
急
に
県
と
協
議
を

　

東
谷
川
の
逆
流
対
策
に
つ
い
て

は
、
円
山
川
の
増
水
時
に
お
い
て

も
排
水
路
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

早
急
に
県
と
も
協
議
を
行
い
、
有

効
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

い
。

参加いただいた市民（団体）（敬称略）
●生野町森林組合　　　　　　　　参事　杉本　久和
●和田山町森林組合
　代表理事組合長　安保　壽一　　参事　片岡　　実
●朝来森林組合
　代表理事組合長　松本　幹一郎　参事　神谷　幸範
●山東町森林組合
　代表理事組合長　足立　昌一　　参事　足立　宏道
●朝来市
　産業経済部長　尾花　秀規　　農林整備課長　黒田　隆雄
　課参事　　　　足立　達夫　　主　幹　　　　谷野　真樹

委
員
会
の
ま
と
め

委
員
会
の
意
見

　

朝
来
市
議
会
で
は
、
市
内
に

お
け
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

市
民
の
方
々
か
ら
意
見
を
伺
い

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今

後
と
も
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

、

都
市
計
画
道
路
・
東
谷
寺
谷
線

の
全
線
開
通
と
東
谷
川
の
逆
流

対
策
の
陳
情
（
東
谷
区
）

過
疎
地
郵
便
局
の
隔
日
・
半
日

営
業
実
施
に
反
対
の
請
願
を
採

択
、
意
見
書
を
提
出
へ

、

▲市の担当課と地元区長の説明を受け
　現地調査を実施しました。

請
願
・
陳
情
の
ゆ
く
え

、

。
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第
１
１
０
回
定
例
会

平
成
24
年
９
月
26
日

10
月
４
日

め
、
水
稲
特
別
積
立
金
を
取
り
崩

す
も
の
。
取
り
崩
し
予
定
額
は

63
万
１
千
円
以
内
。

■
平
成
23
年
度
決
算
の
認
定

　

一
般
会
計
決
算
額
（
歳
出
）

15
億
５
，
０
３
０
万
円

　

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
で
、
電
算
事
業
・
休
日
診

療
所
・
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

■
 第
３
8
号

発
行
日

平
成
24
年
12
月
5
日

発
行
／
 兵
庫
県
朝
来
市
議
会

住
所
／
 〒
669 -5292　

兵
庫
県
朝
来
市
和
田
山
町
東
谷
213番

地
1

　
　
　
 TEL 079 -672 -6129　

FA
X
  079 -672 -3324

過疎地郵便局の隔日営業・半日営業の
実施に反対する意見書

総務常任委員会から提出され、全会一致で可決し、
以下の意見書を関係機関へ提出しました。

【提出先】
内閣総理大臣・総務大臣・郵政民営化担当大臣　宛

　日本郵政グループでは、2013 年度から利用の少ない郵
便局を隔日営業や半日営業にする検討をはじめたと報道さ
れている。
　中山間地域の郵便局は、地域住民の生活に密着したサー
ビスの一つであり、都市部に比べ地域コミュニティの拠点
としての役割も非常に大きい。また、地方の高齢者と都市
部の子どもを結ぶ大切なネットワークを構築している。こ
うした地域の郵便局で隔日営業・半日営業が実施されるこ
とにより、さらに閉鎖につながることも懸念される。
　昨年の東日本大震災はもとより、日本各地で大きな災害
が発生しているが、その度に郵便局は被災者救援や被災地
の復旧・復興など被災者の生活の大きな支えとなっている。
　広大な行政面積を有し、少子高齢化が進む朝来市にとっ
て、地域の郵便局はなくてはならないものとなっている。
　このように、地域コミュニティの拠点である郵便局は、
災害時においては勿論のこと、朝来市にとっても必要な
ネットワークであるため、日本郵政グループに対して、過
疎地郵便局の隔日営業・半日営業の実施をしないよう指導
されることを強く要請する。

⑧

■
農
作
物
・
畑
作
物
・
園
芸
施
設
共

　

済
の
無
事
戻
金
の
交
付

　

過
去
３
年
間
無
事
故
等
の
農
家

に
対
し
、
共
済
掛
金
の
一
部
を
無

事
戻
金
と
し
て
交
付
を
す
る
も
の

■
農
業
共
済
事
業
の
損
害
防
止
実
施

　

に
伴
う
特
別
積
立
金
の
取
り
崩
し

　

農
作
物
の
安
定
生
産
と
農
業
共

済
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た

南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
報
告

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

　

の
制
定
及
び
改
正

　

来
年
度
か
ら
稼
働
す
る
南
但
ご

み
処
理
施
設
の
運
営
に
伴
い
、
組

合
が
初
め
て
12
月
か
ら
職
員
を
採

用
す
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
給
与

等
の
必
要
な
条
例
制
定
を
行
う
も

の
。

。




